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次第 

１ 議題 
議題 1 現在進行中の事業の進捗状況について 
1. センターイメージチェンジ事業 
 ワークショップ制作物の撤収と写真などの成果報告について(原口副主査・南山委

員) 

 自由追加期間を経て追加された制作物の様子を確認した。今後、入り口横の制作物

については撤去・廃棄、アクリル板の制作物については、貼り付けられているものを

はがして廃棄し、アクリル板は再利用することとなった。 

 写真などを原口副主査から南山委員に提供して、自由追加期間の報告書(次回全体会

資料)を作成してもらうことになった。 

 

 月替わり団体紹介パネル展について(谷合委員) 

 8 月の月替わり団体紹介パネルが出そろったので、写真を撮影して市民力発見サイ

トのブログに 1 ヵ月分のまとめ報告として記事を掲載することとなった。 

 

 パネル展示(企業出展)展示状況確認(小山主事) 

市民活動フェアの準備を通じて、市民協働課の事業に協力していただけることにな

った企業のうち、石井食品とクボタスピアーズが 10 月からパネルを展示していただ

けることになった。 

 市民活動フェアのパネル展の展示物の写真の公開方法についても議論された。 

  
 
 
 



議論 2 今後の事業の準備スケジュールについて 
1. 市民交流参加事業  
  公募型交流会企画について(小山主事) 

11 月 19 日実施予定の公募型交流会企画には 5 団体から応募があった。今後の

スケジュールなども考慮し、ヒアリングは個別に電話で行い、書類審査で審査をする

こととなった。(詳細は審査要領で確認)審査員は協議会の各部会から 1 人ずつと市

民協働課から 2 人が行うことになった。市民参加部会は谷合委員が担当する事とな

った。 

 

  西蔭先生の講演会の準備状況について(依田委員) 
  西蔭先生講演会資料やこれまでのメールのやりとりに基づいて依田委員から準

備の進捗状況が報告された。 

  タイムテーブルについては、写真撮影についての同意は 講演最初の企画概要説

明の中で連絡することになった。当日の受付担当等、担当者を決定した。また、レイ

アウトについては、これまでの講演会を踏襲するが、外光のことを考え、講師の立ち

位置を会場西側に移動することとなった。アンケートについても、これまでの講演会

を踏襲し、一部修正の上、了承された。 

  8 月 11 日のちいき新聞に掲載され、広報ふなばし 8 月 15 日号に掲載される。 

 

  藤井先生の講演会ならびにシモジマの交流会の準備状況について(柴田委員) 
  現在は具体的な進捗がないが、8 月後半に直接会って話ができる機会を設定する

予定なので、進捗があれば部会に報告することとなった。 

 

市民団体企画公募日程 
6 月 30 日サポートセンター登録団体一斉配信メールで予告を配信。 
7 月 1 日～7 月 31 日 電子申請システムで交流会担当団体募集 
8 月上旬 交流会担当団体選定 → 候補団体へは電話でヒアリング →  

 書類審査→ 担当団体決定 
8 月 25 日 広報原稿確定 
10 月 1 日号 広報ふなばしで企画の参加者募集開始 
11 月上旬 参加者募集締め切り 
11 月 19 日 講演会当日 
 
(今後日程調整) 
 交流会日程検討(2023 年下半期) 
 11 月 19 日 市民団体企画  
1 月 ～ 3 月  学術・教養系の方を講師とする講演会 

1 月 ～ 3 月  企業企画 

 

<次回開催予定>  令和 5年 9月 14 日（木）13：30～  

場所 : 市民活動サポートセンター予定 

部会報告作成担当者 

谷合委員 次回担当谷合 

 


